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令和７年 9 月 16 日作成 

青森空港管理事務所 

運航者撤去作業計画（空港管理者作成版） 

 

１．青森空港管理事務所撤去作業体制 

 

(1) 撤去責任者 

組織名 青森空港管理事務所 

役職 所長 

電話番号 017-739-2121 

E-mail airport@pref.aomori.lg.jp 

 

(2) 現場作業責任者 

組織名 青森空港管理事務所 

役職 土木施設課長 

電話番号 017-739-2121 

 

(3) 撤去作業調整者 

組織名 青森空港管理事務所 

役職 次長 

電話番号 017-739-2121 

 

 

運航者撤去作業体制 

 

 

飛行場面管理部門 施設部門 電気灯火部門 

青森空港管理事務所 

土木施設課 

017-739-2122 

青森空港管理事務所 

総務課 

017-739-2121 

青森空港管理事務所 

電気施設課 

017-739-2083 

 

 

現場作業責任者 

撤去責任者 



（４） 撤去作業対象としている航空機型式 

     参考例 

航空機の分類 型式例 備 考 

小型機 C208、B200、HDJT 等 過去 3 年間で発着実績ある機材 

中・大・超大型機 （ B738 、 B763 、 E170 、

E190、A321 等） 

（定期便は各運航者等が作成） 

回転翼機 R44、AS50、B412 等 過去 3 年間で発着実績ある機材 

滑空機 SF28 過去 3 年間で発着実績ある機材 

 

 

２．重機等並びに要員リスト 

機体移動に協力を得られる可能性がある空港内外の重機等や作業内容、作業員数 

 

〇空港内協力 

重機・機材の種類 

牽引車、高所作業車、フォークリフト、コンテナドーリー、ラッシング

ベルト、吊り天秤、牽引ワイヤー、ロープ、台車、工具など 

※詳細は青森空港撤去資機材リスト（別紙 4）参照 

協力可能な作業 
資機材搬入出や補助、機体の保護など撤去準備や補助、牽引車

などの重機操作・運転や補助、路面清掃など後片付け 

人数 
最大５０名程度（７事業者、２公署 ） 

※詳細は青森空港撤去作業要員リスト（別紙３）参照 

 

〇空港外協力 

重機・機材の種類 

ラフタークレーン、低床トレーラー、フォークリフト、ユニック車、 

敷鉄板など 

※詳細は青森空港撤去資機材リスト（別紙 4）参照 

協力可能な作業 
資機材搬入出や補助、機体の保護など撤去準備や補助、牽引車

などの重機操作・運転や補助、路面清掃など後片付け 

人数 
最大９名程度（２事業者） 

※詳細は青森空港撤去作業要員リスト（別紙３）参照 

 

 

 



空港内のルート図は以下のとおり。 

 

 

 

３. 撤去作業に関する方法 

作業項目及び役割分担 

項目 担当 作業概要 時間(目安) 

整備担当  

現場派遣 

・運航者等 

・撤去責任者 
空港管理者の先導により現場へ向かう 15 分 

航行不能航空機の

状況調査 

・運航者等 

・撤去責任者 

•航行不能航空機の状態確認  

(電気系統、液依の流出) 

•燃料等流出の状態確認 

(流出防止措置、路面清掃) 

•機体及びエンジンメーカーからの 

情報収集 

•危険物等の搭載状況確認 

•重量及び重心位置の確認 

30 分 

リカバリーキット等の

使用可否判断 

・運航者等 

・撤去責任者 

・搬出に通常のクレーンによるスリング

で対応可能か判断 
10 分 



重機等・人員の手配 ・撤去責任者 

・これまでの調査により具体的な撤去

計画案を検討、それに基づき重機、要

員等の手配 

15 分 

重量軽減の調整 ・撤去責任者 
•燃料等抜き取り 

•郵便物、手荷物、貨物等の取り下ろし 
5 分 

関係機関との調整 ・撤去責任者 •撤去に必要な関係機関と調整 20 分 

重機等の搬入 ・撤去責任者 •撤去資機材の搬入ルート参照 30 分 

航空燃料等の 

抜き取り 

・運航者等 

・撤去責任者 

・必要か判断 

・残存燃料の計算 
5 分 

郵便物、手荷物、貨

物 等取り下ろし 

・運航者等 

・撤去責任者 
・必要か判断 5 分 

機体の保護 
・運航者等 

・撤去責任者 

•機体部品脱落防止及びエンジンの保

護 
10 分 

撤去作業 ・撤去責任者 
•機体の安定化(水平化)  

•機体の持ち上げ(リフティング) 
90 分 

ギアの修理又は交換

(ギアの検査) 

・運航者等 

・撤去責任者 
・必要か判断 10 分 

機体のけん引 ・撤去責任者 
•けん引又はウィンチ 

•移動式トレーラーによる移動 
20 分 

路面清掃等 
・運航者等 

・撤去責任者 
・FOD 回収、清掃 20 分 

空港基本施設の点

検 
・撤去責任者 

・滑走路点検 

・滑走路灯、中心線等の灯火点検 

30 分 

撤去作業後 

実施 

備考 
・運航者等が不在の場合、実作業は（２）（３）により協

力依頼する。 
 

合計所要時間  

 

４. 航空機からの燃料の抜き取りに関する方法  

(1)航空機からの燃料抜き取りに対応可能な事業者及びその方法（国内・国際）  



事業者 抜き取り方法 連絡先 

弘済企業（株） 

青森営業所 

【燃料の抜き取り】 

 燃料の抜き取りが必要かつ可能と判断される場合

には、運航会社に燃料を採取してもらい品質をチェッ

クしてから抜取りを行う。 

 抜取りは給油車両を用いて行うが、給油車両に残

油がある場合は、空にしてから抜取りする。 

 残油を別タンクに保管できない等で空にできない

場合は抜取り不可。 

【抜き取った燃料の処理】 

 抜取り車両にて一時保管のうえ当該航空機または

同運航者等の航空機に再給油。 

 再給油が難しい場合は、原則抜取り不可。 

【その他】 

元売（ＥＮＥＯＳ）に連絡し指示に従う。 

運航者等（抜取りできる航空機は、あらかじめ契約し

ている運航会社などの事業者に限る。） 

外航機は原則抜取り不可。 

017-739-6280 

（有）船水礦油販売 

【燃料の抜き取り】 

 関係機関における調整の上、燃料の抜き取りが必

要と判断される場合には、運航者等と調整し空港消

防立会いのもと抜取りを行う。 

 基本的に燃料排出口やベントから抜取りする。 

【抜き取った燃料の処理】 

 ドラム缶（200L×20 本 4,000L）に一時保管のう

え処分施設へ運搬し処分する等の対応を判断する。

一時保管する場合は原則給油関連施設敷地内の所

定の場所（許可を受けているのは10,000Lまでであ

り追加の場合は自治体消防への追加申請が必要）で

保管することとし、場所が不足する場合は自治体消

防や空港管理事務所と調整の上、航行不能航空機

周辺等に危険物仮貯蔵・仮取扱所を設置する（消防

法に基づく申請や漏洩防止処置、立て看板、バリケ

ード等が必要となる）。 

燃料を処分する場合は処分施設と処分にあたっての

調整を行う。 

【その他】 

外航機は原則抜取り不可。 

017-739-3741 

 



 

５. その他参考となる事項 

撤去機材の搬出先、保管方法等 

機材サイズ 一時保管場所候補 保管条件等 

小型機 ノースエプロンの空きスポット 

回転翼 幅 18.0ｍ以下 

固定翼 幅 17.0ｍ×全長 13.5ｍ以下 

（常駐機については基本的に自社格納庫または常

駐機指定のスポットを使用。） 

その他 
メインエプロン 

スポット 1 又は 6 

ノースエプロンが不都合な場合、 

又は上記寸法を超えて全幅 52m 未満まで。 

但し、全幅 37.5m 以上は隣接ショルダーの

使用が必要となるため調整が必要。 

 


